
 
 

県
議
会
が
１
２
月
１
６
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。提
案
さ
れ
た
補
正

予
算
は
県
職
員
の
給
与
と
期
末
手

当
引
上
げ
に
必
要
な
予
算
で
、物

価
高
騰
対
策
は
先
送
り
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 

知
事
は
、「
今
後
、国
の
経
済
対

策
補
正
予
算
の
内
容
を
見
極
め
な

が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
」
と
し

て
お
り
、暮
ら
し
の
実
態
や
現
場
の

声
を
届
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。 

引
き
続
き
、ご
意
見
・要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

   

江
尻
か
な
県
議
は
１
０
日
の
防
災

環
境
委
員
会
で
質
疑
し
ま
し
た
。 

【公
害
苦
情
が
全
国
最
多
】 

  

茨
城
県
が
１
２
年
連
続
で
、人
口

当
た
り
の
公
害
苦
情
件
数
が
全
国

一
多
い
こ
と
に
つ
い
て
質
問
。 

環
境

対
策
課
長
は
、２
０
２
３
年
度
の
苦

情
件
数
が
県
と
市
町
村
合
わ
せ
て

２
５
２
２
件
あ
り
、全
国
と
比
べ
て

「
廃
棄
物
の
投
棄
や
野
焼
き
の
苦

情
が
多
い
」
と
説
明
。江
尻
議
員
は
、

県
道
の
除
草
を
含
め
、生
活
環
境

改
善
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

【金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
】 

 

金
属
類
な
ど
の
盗
難
防
止
や
不

適
切
な
屋
外
保
管
・操
業
に
よ
る

騒
音
や
火
災

等
を
防
ぐ
た

め
に
県
条
例

が
で
き
た
こ

と
を
受
け
、県
の
立
入
検
査
に
つ
い

て
質
問
。 

廃
棄
物
規
制
課
長
は
、

届
出
の
あ
っ
た
４
４
９
事
業
場
す
べ

て
を
今
年
度
中
に
立
入
検
査
し
、

保
管
の
高
さ
や
囲
い
の
設
置
、騒
音

対
策
が
適
正
に
進
む
よ
う
取
り
組

む
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 
 

県
が
す
す
め
る
「
茨
城
空
港
の

あ
り
方
検
討
会
」
で
、新
た
な
誘
導

路
を
確
保
す
る
イ
メ
ー
ジ
図
が
示

さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
０
年
の
空
港

開
設
時
、国
交
省
と
県
の
予

算
（
県
負
担7

0

億
円
）
で
建

設
し
た
民
航
用
滑
走
路
は
す

ぐ
さ
ま
防
衛
省
に
移
管
さ

れ
、自
衛
隊
訓
練
等
の
利
用

が
優
先
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

江
尻
議
員
は
「
県
の
利
用

目
標
（
国
内
線
定
期
便
で  

１
日
２
４
便
・８
１
万
人
）
に

程
遠
い
状
況
で
誘
導
路
構
想

が
出
る
の
は
、国
が
進
め
る
自

衛
隊
基
地
強
靭
化
が
目
的
で

は
な
い
か
」
と
追
及
。 

委
員

会
前
に
県
空
港
対
策
課
に
聞

き
取
り
し
た
際
、職
員
は
「
民

間
需
要
に
よ
り
整
備
の
必
要

性
を
検
討
す
る
が
、整
備
後

は
防
衛
省
管
轄
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
認
め
ま
し
た
。 

  

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
を

担
当
す
る
県
生
活
文
化
課
が
、「
あ

り
方
検
討
会
」
に
全
く
関
与
し
て
い

な
い
こ
と
も
問
題
で
す
。 

茨
城
空
港
に
新
た
な
誘
導
路
は
必
要
な
い 

※県のイメージ図をもとに共産党県議団が作成 

県議会議員 

江尻かな 

 

【共
産
党
議
員
団
が
視
察
】    

  

江
尻
議
員
は
市
町
村
議
員
と
と

も
に
、東
海
第
二
原
発
を
視
察
し

ま
し
た
。 

 
 

事
業
者
の
日
本
原
電
㈱
は
、施

工
不
良
で
工
事
が
中
断
中
の
防
潮

堤
の
ほ
か
、完
了
し
て
い
な
い
多
く

の
工
事
現
場
を
バ
ス
で
案
内
。毎
日

約
３
０
０
０
人
の
作
業
員
が
再
稼

働
の
た
め
の
工
事
に
従
事
し
て
お

り
、労
災
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
説
明

し
ま
し
た
。原
電
が
公
表
し
て
い
な

い
労
災
が
あ
る
と
の
情
報
も
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

６
年
間
で
４
６
件 

感
電
死
も 

  

江
尻
議
員
は
さ
っ
そ
く
調
査
を

実
施
。そ
の
結
果
、２
０
１
８
年
の

工
事
開
始
以
降
、約
６
年
間
で
４
６

件
の
労
災
が
起
き
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、休
業

災
害
が
９
件
、不
休
災
害
が
３
７
件

で
、感
電
死
で
亡
く
な
っ
た
４
０
代

の
作
業
員
も
含
ま
れ
ま
す
。 

 

江
尻
議
員
が
委
員
会
で
、原
電
か

ら
県
へ
の
報
告
状
況
を
質
問
し
ま

し
た
が
、県
原
子
力
安
全
対
策
課

は
労
災
件
数
さ
え
答
え
ま
せ
ん
で

し
た
。 

前
日
に
も
火
傷
・火
災
発
生 

  

委
員
会
前
日
の
９
日
に
も
、取
水

口
エ
リ
ア
で
溶
接
作
業
を
し
て
い

た
５
０
代
の
作
業
員
が
、耐
火
服
に

引
火
し
や
け
ど
を
負
う
火
災
事
故

が
発
生
。江
尻
議
員
は
、「
再
稼
働

あ
り
き
の
現
場
で
施
、工
不
良
や

火
事
、労
災
が
多
発
し
て
お
り
、原

電
の
管
理
能
力
は
欠
落
し
て
い
る
」

と
批
判
し
ま
し
た
。 

 

 

 

牛久、石岡、日立で 原 発 学 習 会 開催 

東
海
第
二
原
発 

工
事
現
場
で
労
災
多
発 
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日本原電㈱東海テラパーク前（１１月１３日） 

 「防潮堤欠陥工事や避難計画に 

ついて、もっと詳しく知りたい」と声が

かかり、各地でお話しています。 

 主催者や参加者の皆さんから様々

な意見や感想が寄せられ、私も勉強

になっています。（江尻） 

救急搬送で選定療養費支払い 

 県が１２月２日から始めた“緊急性のない救急搬送”患者への

選定療養費徴収。 対象の２２カ所の大病院に搬送された１５２７

件のうち８８件(5.8%)が徴収され、高齢者が４１件、子どもが  

１３件。 県全体の搬送件数は前年同時期比で１５％減。 県は今

月から月１回のペースで検証を行うとしています。 

 ● 起きていること・・・  

 ▼介護支援住宅に暮らす弟がてんかん発作を起こして救急搬

送され、県北の病院に駆け付けたところ、最初の書類で救急車

利用料を請求する場合があると「承諾」のサインを求められた女

性。 結局、弟は入院することになり徴収はなかった。 

 ▼学校で頭にケガをした児童を救急車で病院に連れて行った

ところ、病院から選定療養費を請求されて親が支払った。 



月
刊
雑
誌 

『
地
平
』
茨
城
県
政
ル
ポ 

 

一
二
月
五
日
に
発
売
さ
れ
た
『
地
平
』
に

掲
載
の
「
ル
ポ 

イ
バ
ラ
キ
」
が
話
題
で
す
。

書
い
た
の
は
茨
城
県
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
小
林
美
希
さ
ん
。 

 

出
だ
し
は
、
「兵
庫
県
知
事
の
パ
ワ
ハ
ラ

疑
惑
報
道
を
見
て
、
茨
城
県
知
事
が
職
員

に
対
し
て
急
に
丁
寧
に
な
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
」
と
、
茨
城
県
政
に
詳
し
い
事
情
通

が
語
る
。 

 

（
中
略
） 

県
議
会
で
は
共
産
党
の
江
尻
加

那
県
議
が
『大
井
川
知
事
就
任
か
ら
二
年
、

県
庁
職
員
の
長
期
病
休
者
の
う
ち
、
精
神

性
疾
患
が
初
め
て
一
〇
〇
人
を
超
え
て
い

る
こ
と
は
大
変
気
が
か
り
な
事
態
で
す
』
と

問
題
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
も

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
崩
す
県
職
員
の
数
が

一
向
に
減
ら
な
い
か
ら
だ
。
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。 

 

ル
ポ
の
最
後
に
、
「チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
弱

ま
っ
て
い
る
こ
う
し
た
地
域
で
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
。
政
治
に
緊
張
感
が
な
い

こ
と
に
よ
る
ワ
ン
マ
ン
政
治
が
全
国
各
地

で
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
例
と
し
て
茨

城
県
を
取
材
し
、
次
号
以
降
、
分
野
ご
と
に

検
証
し
て
連
載
す
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

次
号
は
、
来
年
一
月
五
日
発
売
予
定
。 

江尻議員が議案採決前に行った討論の要旨  ※主な議案・請願の採決結果は下表参照 

 提案された議案・請願の計４９件のうち３５件に賛成、１４件に反対し、 

そのうち６点について討論します。 

１  「茨城県自然観察施設の設置及び管理に関する条例の  

一部改正条例」です。県植物園のリニューアルには賛成で 

あり、入園料が無料になることも歓迎です。 

 一方、３０億円の改修事業の目玉であるコテージやグランピングは、  

宿泊料が１泊１人23,100円～37,400円と、県民が気軽に利用できる

設定ではありません。 また、施設の指定管理者も、現在の農林振興公社

から㈱ボタラシアンリゾートに変更し、来年度以降２０年間の長期指定で

す。 宿泊や温浴、アクティビティ施設などの利用料で年間８億７千万円の

収益を見込み、県は ６年目から指定管理料をゼロにします。 

 県有地と施設を使って民間が儲かる仕組みの導入は、もはや植物園と

いうよりレジャー施設への様変わりです。 本来、住民福祉の増進を図る

目的の公の施設を、次々と民間の儲けに供することに賛同できません。 

２   「職員の給与に関する条例等の一部改正条例」で、県の 

一般職員と会計年度職員の給与及び期末手当を引き上げ

ることには賛成です。しかし、それに連動して、特別職の知事並びに副知

事と公営企業管理者や病院事業管理及び県議会議員の期末手当まで

引き上げることは適切でなく、据え置くべきと考えます。よって反対です。 

３  「公共交通及び物流に関する対策の充実・強化を求める意見書」です。県民の移動手段である鉄道やバス、デマンドタク

シーなど公共交通の充実・強化や、トラック輸送などインフラの維持確保

という意見書の主旨には大いに賛同します。 

 しかし、国への要望２４項目の中に、つくばエクスプレス（TX）土浦延伸

や港湾・高速道路網の整備のほか、茨城空港について将来の在り方検

討における拡充構想が入っていますが、いずれも多額の税金投入が必

至となる一方、必要性はありません。 

 TX延伸に関する調査結果によると、直線距離で8.4km、概算事業費は

1,400億円。1日平均利用はわずか7,800人で、採算性は年間3億円の

赤字とあります。 TXにおいては、混雑緩和や定期代引き下げ、精神障害

者運賃割引の実施が利用者の願いです。 

 また、茨城空港の在り方検討会で出された新たな平行誘導路の確保

策は、民間需要を大きく描きながら過大予測をして、結局、自衛隊基地の

軍事利用に供されるものと考えます。よって、意見書に賛同できません。 

４  「私学助成の拡充を求める請願」について、私立高校の就学支援金等拡充などで授業料や入学金の負担を軽減し、進路

選択の保障を求める教員関係者らが呼びかける茨城県連絡会議の請

願です。 私学協会や保護者会連合会提出の同趣旨の請願と同じように

採択することを求めます。 

５  「教育格差をなくし、子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願」について、教員を増やして小中校で３０人以下学級を

実現すること、特別支援学校や定時制高校の充実、学校給食費の無償

化といった請願項目は多くの県民の願いです。採択を求めます。 

６   「来年度からの県立学校６校の授業料値上げ撤回を求める請願」です。学校の電気代が上がったものを、受益者負担

で生徒に求めるべきではありません。 県立の医療、看護、農業、陶芸、産

業及びＩＴ短大は、これからの茨城を担う若者

を育成する場であり、電気代を含む運営経費

は県の予算で保障すべきです。 県が実施した

「子ども計画」策定のための基礎調査でも、保

護者は教育に係る金銭面が一番の負担と答

えているのに、県や議会が簡単に授業料値上

げを決めていいのでしょうか。本請願を不採択

とすることに反対です。    （以上） 

「ルポ イバラキ」は 

2025年1月号から 

６回連載の予定 

賛否が分かれた主な議案・請願に対する採決態度 

（○ 賛成  × 反対） 

すべての議案等の採決結果はこちらから⇒ 


